
平成 24年５月 23日 

 

平成 24年度都道府県・政令指定都市犯罪被害者等施策主管課室長会議 

 

平成 22年度警察庁モデル事業「性犯罪被害者対応拠点（ハートフルステーション・あいち）」

の概要について 

 

１ 拠点設置の目的 

 ○ 被害者の身体的・精神的負担の軽減 

 ○ 性犯罪の潜在化防止 

 

２ モデル事業実施期間 

 ○ 平成 22年７月から平成 23年３月までの間（現在も愛知県警察が運営） 

 

３ 事業概要 

 ○ 参画主体 

  ・ 公益社団法人サポートセンターあいち ～ 相談、付添い、医師等との連絡調整 

                      等 

  ・ 大雄会第一病院 ～ 診察、緊急避妊の措置、感染症検査、証拠採取等 

  ・ 愛知県警察 ～ 被害申告対応、証拠採取等（捜査） 

            相談、付添い、医師等との連絡調整、カウンセリング等（支援） 

 ○ 相談受付時間・相談受付地域 

  ・ 受付時間 ～ 月曜日から土曜日の９時から 20時まで（時間外は録音アナウ  

          ンスによる対応。） 

    ・  受付地域 ～ 電話相談通話範囲を愛知県全域及び岐阜県南部に限定 

 ○ 施設 ～ ９㎡。ソファー付き別室の確保 

 ○ 予算 ～ 約 430万円を支出 

 ○ 広報 ～ リーフレット配布、ＨＰ、ラジオの活用 

 ○ 情報管理 ～ 個人データは、ネット接続されていないＰＣに保有等 

 

４ 活動結果及び効果 

 ○ 活動結果 

   モデル事業実施期間中、来所・電話合計１００件の相談（うち、警察による強姦等

の認知の端緒となったもの８件） 

 ○ 効果 

  ・ 性犯罪被害者の精神的負担の軽減の観点 

  ・ 性犯罪の潜在化防止の観点 

 

５ 課題  

  ○ 財政的基盤 

 ○ 拠点設置協力病院、医師等の確保 

 ○ 拠点における警察官の活動 


